
(57)【要約】

【課題】　風邪，インフルエンザ，ＲＳ（Respiratory 

Syncytial）ウイルス等の感染症等による急激な体温変

化が容易に把握できる体温測定装置の提供。

【解決手段】　本発明の体温測定装置は、体温測定部で

得た体温をトレンド記憶するとともに、脈拍，血圧，血

中酸素飽和度（ＳＰＯ２ ）等の生体情報を併せて記憶し

、表示可能とすることを特徴とする。また、予め得られ

ている平常時の体温データとを比較して被検者の状態を

判断する判断手段をさらに備えることを特徴とする。ま

た、判断手段により判断された情報を音声，アラーム等

で報知または表示することを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
体 温 測 定 装 置 で あ っ て 、 体 温 測 定 部 で 得 た 体 温 を ト レ ン ド 記 憶 す る と と も に 、 脈 拍 ， 血 圧
， 血 中 酸 素 飽 和 度 （ Ｓ Ｐ Ｏ ２ ） 等 の 生 体 情 報 を 併 せ て 記 憶 し 、 表 示 可 能 と す る こ と を 特 徴
と す る 体 温 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
予 め 得 ら れ て い る 平 常 時 の 体 温 デ ー タ と を 比 較 し て 被 検 者 の 状 態 を 判 断 す る 判 断 手 段 を さ
ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 体 温 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 判 断 手 段 に よ り 判 断 さ れ た 情 報 を 音 声 ， ア ラ ー ム 等 で 報 知 ま た は 表 示 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 体 温 測 定 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 風 邪 ， イ ン フ ル エ ン ザ ， Ｒ Ｓ （ Respiratory Syncytial） ウ イ ル ス 等 の 感 染 症
等 に よ る 急 激 な 体 温 変 化 が 容 易 に 把 握 で き る 体 温 測 定 装 置 に 関 し 、 特 に 、 体 温 測 定 部 と 本
体 が 分 離 さ れ 、 体 温 デ ー タ を ト レ ン ド 記 憶 ・ 表 示 可 能 で 、 脈 拍 ， 血 圧 ， 血 中 酸 素 飽 和 度 （
Ｓ Ｐ Ｏ ２ ） 等 の 生 体 情 報 を 併 せ て 記 憶 し 、 表 示 可 能 な 体 温 測 定 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
生 体 情 報 、 行 動 情 報 を 計 測 し 、 乳 幼 児 の 状 態 を 推 定 し 、 乳 幼 児 の 異 変 に 対 し て 適 切 な 対 応
が と れ る よ う に す る 監 視 シ ス テ ム が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ： 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ １
２ １ ８ 号 公 報 ） 。 し か し な が ら 、 感 染 症 等 に よ る に 急 な 体 温 変 化 が 健 常 時 と ど の よ う に 異
な る か 判 断 す る よ う な も の で は な い 。 こ れ を 改 善 す る シ ス テ ム と し て 、 生 体 信 号 の 緊 急 度
を 判 断 し 、 ア ラ ー ム を 発 生 さ せ る シ ス テ ム が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ :特 許 ３ ６ ６ １
６ ８ ６ 号 公 報 ） 。 し か し な が ら 。 体 温 に つ い て は 大 き な 閾 値 ４ ０ ℃ 、 ３ ４ ℃ を 設 定 し 、 そ
れ と 比 較 す る だ け で あ り 、 ト レ ン ド 変 化 に よ り ア ラ ー ム を 発 生 さ せ る も の で は な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ １ ２ １ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 ３ ６ ６ １ ６ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 風 邪 ， イ ン フ ル エ ン ザ ， Ｒ Ｓ （ Respiratory Syncytial） ウ イ ル ス 等 の
感 染 症 等 に よ る 急 激 な 体 温 変 化 が 容 易 に 把 握 で き る 体 温 測 定 装 置 、 特 に 、 体 温 測 定 部 と 本
体 が 分 離 さ れ 、 体 温 デ ー タ を ト レ ン ド 記 憶 ・ 表 示 可 能 で 、 脈 拍 ， 血 圧 ， 血 中 酸 素 飽 和 度 （
Ｓ Ｐ Ｏ ２ ） 等 の 生 体 情 報 を 併 せ て 記 憶 し 、 表 示 可 能 な 体 温 測 定 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 体 温 測 定 装 置 は 、 体 温 測 定 部 で 得 た 体 温 を ト レ ン ド
記 憶 す る と と も に 、 脈 拍 ， 血 圧 ， 血 中 酸 素 飽 和 度 （ Ｓ Ｐ Ｏ ２ ） 等 の 生 体 情 報 を 併 せ て 記 憶
し 、 表 示 可 能 と す る こ と を 特 徴 と す る 。 ま た 、 予 め 得 ら れ て い る 平 常 時 の 体 温 デ ー タ と を
比 較 し て 被 検 者 の 状 態 を 判 断 す る 判 断 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。 ま た 、 判 断
手 段 に よ り 判 断 さ れ た 情 報 を 音 声 ， ア ラ ー ム 等 で 報 知 ま た は 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 体 温 測 定 装 置 に よ れ ば 、 風 邪 ， イ ン フ ル エ ン ザ ， Ｒ Ｓ （ Respiratory Syncytial
） ウ イ ル ス 等 の 感 染 症 等 に よ る 急 激 な 体 温 変 化 が 容 易 に 把 握 で き 、 投 薬 な ど の 処 方 を 的 確
に 行 な う た め の 助 け と な る 体 温 測 定 装 置 が 得 ら れ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
＜ 携 帯 端 末 の 構 成 ＞
以 下 、 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 携 帯 端 末 ５ ０ に は 、 表 示 部 １ １ 、 ブ ザ ー 等 の 報 知 手 段 １ ９
、 無 線 に よ る Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 １ ３ 、 入 力 部 １ ４ 、 記 憶 部 １ ５ 、 処 理 フ ロ ー 等 を 記 憶 し 、
コ ン ピ ュ ー タ で 読 取 り 可 能 な プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し て い る Ｒ Ａ Ｍ １ ６ ， Ｒ Ｏ Ｍ １ ７ ， ｉ － モ
ー ド に よ る イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク （ 不 図 示 ） を 介 し て 通 信 を 行 な う 外
部 通 信 部 １ ２ を 備 え て い る 。 ま た 、 予 防 接 種 （ イ ン フ ル エ ン ザ ， お た ふ く か ぜ ， ポ リ オ ，
百 日 咳 ， 風 疹 ， 麻 疹 ， 結 核 等 の 予 防 接 種 ） の 情 報 ， 過 去 の 投 薬 デ ー タ （ ア レ ル ギ ー 反 応 を
回 避 し た 投 薬 を 行 な う た め に 必 要 ） も 、 機 能 キ ー を 兼 ね る 入 力 部 １ ４ で 入 力 し 、 記 憶 、 表
示 で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 入 力 部 １ ４ で 入 力 項 目 を 適 宜 選 択 し て 、 被 検 者 （ 患 者
， 乳 幼 児 ， 使 用 者 等 ） の Ｉ Ｄ デ ー タ （ 氏 名 ， 年 齢 ， 性 別 ， 生 年 月 日 等 ） ， 体 温 ， 体 重 （ 投
薬 量 の 決 定 に 必 要 ） ， 血 圧 ， 脈 拍 ， 血 中 酸 素 飽 和 度 ， 血 糖 値 等 を 入 力 し 、 記 憶 、 表 示 で き
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 電 池 内 蔵 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ （ 図 ２ （ ｃ ） 参 照 ） で 測 定 し た 体 温 も 外 部 通 信 部 ２ ０ ３ か
ら 接 続 端 子 １ ２ ａ を 経 て 携 帯 端 末 ５ ０ に 記 憶 で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 図 ３ （ ａ ）
示 す よ う な 血 中 酸 素 飽 和 度 測 定 部 （ パ ル ス オ キ シ メ ー タ ） を 携 帯 端 末 ５ ０ の 接 続 端 子 １ ２
ａ に 直 接 接 続 し 、 測 定 さ れ た 血 中 酸 素 飽 和 度 （ Ｓ Ｐ Ｏ ２ ） ， 脈 拍 を 記 憶 、 表 示 し た り 、 測
定 中 の 測 定 中 の リ ア ル タ イ ム の 値 を 血 中 酸 素 飽 和 度 （ Ｓ Ｐ Ｏ ２ ） ， 脈 拍 を 表 示 で き る よ う
に な っ て い る 。 ま た 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う な 耳 介 の 適 所 に 装 着 し て 血 圧 測 定 す る 血 圧 測
定 部 を 携 帯 端 末 ５ ０ の 接 続 端 子 １ ２ ａ に 直 接 接 続 し 、 血 圧 値 （ 最 高 血 圧 ／ 最 低 血 圧 ） を 測
定 ・ 表 示 で き る よ う に な っ て い る 。 こ の 場 合 、 カ フ の 内 容 積 が 極 め て 少 な く 被 検 者 Ｐ に と
っ て 血 圧 測 定 時 の 負 担 感 が 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
な お 、 体 温 ， 血 圧 ， 脈 拍 ， 血 中 酸 素 飽 和 度 ， 血 糖 値 等 は 別 途 そ れ ぞ れ の 生 体 情 報 を 得 る た
め の 測 定 装 置 で 測 定 し た 値 を 被 検 者 Ｐ の Ｉ Ｄ デ ー タ と と も に 測 定 日 時 と 併 せ て 入 力 部 １ ４
で 入 力 し て 記 憶 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
＜ Ｉ Ｃ タ グ の 構 成 ＞
図 ２ に お い て 、 １ ０ ０ は 、 外 部 か ら の 通 信 信 号 を 受 け て 作 動 す る よ う に 構 成 さ れ た 温 度 セ
ン サ 付 Ｉ Ｃ タ グ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ） （ 体 温 測 温 部 ） で あ る 。 １ ０ １ は 、 Ｉ Ｃ タ グ 読 み 取 り 部 ３ ４
か ら の 信 号 を 受 け 、 ロ ジ ッ ク 部 １ １ ０ を 所 定 の フ ロ ー で 動 作 さ せ る プ ロ グ ラ ム が 記 憶 さ れ
、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 取 り 可 能 な 記 憶 媒 体 で あ る Ｒ Ａ Ｍ で あ る 。 １ ０ ２ は Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ で 、
温 度 セ ン サ １ ０ ６ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る オ フ セ ッ ト 値 ， 温 度 補 正 値 な ど が 記 憶 さ れ て い る
。 ま た 、 体 温 情 報 も 記 憶 可 能 で あ る 。 な お 、 ロ ジ ッ ク 部 １ １ ０ は 、 よ り 複 雑 な 処 理 フ ロ ー
の 制 御 が 可 能 な Ｃ Ｐ Ｕ と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
温 度 セ ン サ １ ０ ６ と し て は 、 温 度 変 化 に 対 し て ほ ぼ リ ニ ア に ア ナ ロ グ 出 力 し 、 小 型 化 ・ Ｉ
Ｃ タ グ と の 一 体 化 が 可 能 で 、 ３ ５ ～ ４ ２ ℃ の 間 で 温 度 分 解 能 が ０ ． ０ ５ ℃ で あ る 、 半 導 体
型 の 温 度 セ ン サ 、 例 え ば Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ 温 度 セ ン サ が 好 ま し く 用 い ら れ る が 、 サ ー ミ ス タ 型 、
サ ー モ パ イ ル （ 熱 電 対 ） 型 で も 可 能 で あ る 。 １ ０ ３ は 、 被 検 者 Ｐ に 設 け ら れ た 温 度 測 定 部
を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ） １ ０ ０ の 体 温 情 報 を 取 得 す る た め の 送 受 信 回 路 、 １ ０ ３ ａ
は ア ン テ ナ 、 １ ０ ４ は 電 源 部 で あ る 。 こ の 電 源 部 １ ０ ４ は 、 コ イ ル を 有 す る ア ン テ ナ 部 １
０ ３ ａ を 介 し て 、 体 温 情 報 を 読 取 ら れ る 時 に 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ の 各 部 に
電 源 を 供 給 す る 。 １ ０ ７ は Ａ ／ Ｄ 変 換 部 で あ り 、 温 度 セ ン サ １ ０ ６ と 発 振 回 路 （ 不 図 示 ）
で 発 生 し た 体 温 信 号 を Ａ ／ Ｄ 変 換 す る も の で あ る 。 Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ は 、 ア ン テ ナ １ ０ ３ ａ
を 含 め て 幅 Ｗ が ５ ｍ ｍ × ５ ｍ ｍ 、 厚 さ Ｔ が １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 大 き さ で あ る 。 な お 、 Ｉ Ｃ タ
グ １ ０ ０ は 、 生 体 を 通 過 可 能 な 周 波 数 の 電 磁 波 で の 通 信 （ 送 受 信 ） 可 能 な も の で あ れ ば 、
ど の よ う な 周 波 数 で も よ い が 、 好 ま し く は １ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ の 電 磁 波 で 送 信 可 能 に な っ て
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い る 。 ま た 、 間 違 っ た 被 検 者 Ｐ の 情 報 を 取 得 し な い よ う に ア ン チ ・ コ リ ー ジ ョ ン タ イ プ と
し た り 、 ア ン テ ナ １ ０ ３ ａ か ら 出 力 さ れ る 信 号 を 暗 号 化 処 理 可 能 に し て セ キ ュ リ テ ィ 機 能
を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
体 温 情 報 も Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ２ に 記 憶 で き る の で 、 別 の ベ ッ ド や 別 の 部 屋 に 被 検 者 Ｐ を 移
し 換 え て も 継 続 し て 体 温 情 報 を 記 憶 で き る 。 ま た 、 病 院 ， 保 育 所 等 で 間 違 っ た 被 検 者 Ｐ の
情 報 を 取 得 し な い よ う に し た り 、 ア ン テ ナ １ ０ ３ ａ か ら 出 力 さ れ る 信 号 を 暗 号 化 処 理 可 能
に し て セ キ ュ リ テ ィ 機 能 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
２ ０ ０ は 、 電 池 内 蔵 で 、 設 定 さ れ た 時 間 （ 分 ） 間 隔 で 体 温 （ 温 度 ） 情 報 を 最 大 ３ ６ ０ 日 程
度 記 憶 で き る よ う に 構 成 さ れ た 温 度 セ ン サ 付 Ｉ Ｃ タ グ （ 体 温 測 温 部 ） で あ る 。 こ の 温 度 セ
ン サ 付 Ｉ Ｃ タ グ を 被 検 者 Ｐ の 身 体 の 適 所 ま た は リ ス ト バ ン ド ， オ ム ツ 等 の 適 所 に 設 け る な
ど し て 健 常 時 の 所 定 時 間 、 例 え ば ２ ４ 時 間 の 体 温 を 測 定 ・ 記 憶 す る 。 ２ ０ １ は 、 Ｉ Ｃ タ グ
読 み 取 り 部 ３ ４ か ら の 信 号 を 受 け 、 ロ ジ ッ ク 部 ２ １ ０ を 所 定 の フ ロ ー で 動 作 さ せ る プ ロ グ
ラ ム が 記 憶 さ れ 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 取 り 可 能 な 記 憶 媒 体 で あ る Ｒ Ａ Ｍ で あ る 。 ２ ０ ２ は Ｅ
Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ で 、 温 度 セ ン サ ２ ０ ６ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る オ フ セ ッ ト 値 ， 温 度 補 正 値 な ど が
記 憶 さ れ て い る 。 ま た 、 体 温 情 報 も 記 憶 可 能 で あ る 。 な お 、 ロ ジ ッ ク 部 ２ １ ０ は 、 よ り 複
雑 な 処 理 フ ロ ー の 制 御 が 可 能 な Ｃ Ｐ Ｕ と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
温 度 セ ン サ ２ ０ ６ と し て は 、 温 度 変 化 に 対 し て ほ ぼ リ ニ ア に ア ナ ロ グ 出 力 し 、 小 型 化 ・ Ｉ
Ｃ タ グ と の 一 体 化 が 可 能 で 、 ３ ５ ～ ４ ２ ℃ の 間 で 温 度 分 解 能 が ０ ． ０ ５ ℃ で あ る 、 半 導 体
型 の 温 度 セ ン サ 、 例 え ば Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ 温 度 セ ン サ が 好 ま し く 用 い ら れ る が 、 サ ー ミ ス タ 型 、
サ ー モ パ イ ル （ 熱 電 対 ） 型 で も 可 能 で あ る 。 ２ ０ ３ は 、 乳 幼 児 Ｐ に 設 け ら れ た 温 度 測 定 部
を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ の 体 温 情 報 を 携 帯 端 末 ５ ０ か ら の 読 取 り 要 求 信 号 に よ り 、 記 憶 さ
れ た 体 温 情 報 を 被 検 者 Ｐ の Ｉ Ｄ 情 報 と と も に 携 帯 端 末 ５ ０ に 送 信 す る た め の 送 受 信 回 路 で
あ る 。 こ こ で は 、 通 信 は 、 外 部 送 受 信 部 ２ ０ ３ 、 接 続 端 子 １ ２ ａ に よ り 電 気 的 な 接 続 で 行
な わ れ る が 、 無 線 ア ン テ ナ に よ る 無 線 で 送 受 信 し て も よ い 。 ２ ０ ４ ａ は 内 蔵 電 池 で あ り 、
こ の 内 蔵 電 池 ２ ０ ４ ａ で 温 度 セ ン サ 付 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ の 全 て の プ ロ グ ラ ム 演 算 処 理 の 電 源
と な っ て い る 。 ２ ０ ７ は Ａ ／ Ｄ 変 換 部 で あ り 、 温 度 セ ン サ ２ ０ ６ と 発 振 回 路 （ 不 図 示 ） で
発 生 し た 体 温 信 号 を Ａ ／ Ｄ 変 換 す る も の で あ る 。 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ は 、 幅 Ｗ が ５ ｍ ｍ × ５ ｍ
ｍ 、 厚 さ Ｔ が １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 大 き さ で あ る 。 な お 、 通 信 を 無 線 で 行 な う 場 合 、 Ｉ Ｃ タ グ
２ ０ ０ は 、 生 体 を 通 過 可 能 な 周 波 数 の 電 磁 波 で の 通 信 （ 送 受 信 ） 可 能 な も の で あ れ ば 、 ど
の よ う な 周 波 数 で も よ い が 、 好 ま し く は １ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ の 電 磁 波 で 送 信 可 能 に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
体 温 情 報 も 被 検 者 Ｐ の Ｉ Ｄ 情 報 と 併 せ て Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ ２ に 記 憶 で き る の で 、 病 院 内 ，
保 育 所 等 で 別 の ベ ッ ド や 別 の 部 屋 に 被 検 者 Ｐ を 移 し 換 え て も 継 続 し て 体 温 情 報 を 記 憶 で き
る 。 ま た 、 間 違 っ た 被 検 者 Ｐ の 情 報 を 取 得 し な い よ う に し た り 、 ア ン テ ナ ２ ０ ３ ａ か ら 出
力 さ れ る 信 号 を 暗 号 化 処 理 可 能 に し て セ キ ュ リ テ ィ 機 能 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
＜ 電 池 内 蔵 Ｉ Ｃ タ グ に よ る 体 温 情 報 取 得 ＞
乳 幼 児 な ど の 被 検 者 Ｐ に 対 し て 使 用 者 （ 母 親 ， 保 育 師 ， 看 護 師 ， 看 護 ／ 介 護 者 等 ） は 、 ま
ず 、 Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ を 備 え た 測 温 部 ま た Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ を 備 え た 測 温 部 を 、 外 耳 道 内 に 挿
入 し た り 、 面 フ ァ ス ナ ー 等 を 備 え る 囲 包 部 材 で 囲 包 し 、 着 脱 自 在 に オ ム ツ に 装 着 し た り 、
リ ス ト バ ン ド に 設 け た り し て Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ ま た は ２ ０ ０ が 接 触 す る よ う に 身 体 の 適 所 に
装 着 し た り 貼 付 け た り す る 。 所 定 期 間 、 例 え ば 、 春 季 ， 夏 季 ， 秋 季 ， 冬 季 の 任 意 に 選 択 し
た １ ケ 月 分 、 １ 週 間 分 、 １ 日 （ ２ ４ 時 間 ） 分 測 定 ・ 記 憶 す る 。 Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ を 用 い る 場
合 、 所 定 時 間 間 隔 、 例 え ば １ ０ 分 間 隔 で 、 Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ に 体 温 読 み 取 り 要 求 信 号 を 送 り
、 測 定 さ れ た 体 温 を 記 憶 部 １ ５ に 年 月 日 時 と と も に ト レ ン ド 記 憶 さ れ る 。 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０
を 用 い る 場 合 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ ２ に 時 刻 と と も に 体 温 情 報 が 記 憶 さ れ る 。 記 憶 さ れ た 体
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温 情 報 は 、 外 部 送 信 部 ２ ０ ３ か ら 接 続 端 子 １ ２ ａ 、 信 号 線 を 介 し て 携 帯 端 末 ５ ０ の 記 憶 部
１ ５ に 年 月 日 時 と と も に ト レ ン ド 記 憶 さ れ る 。 図 ４ は 、 春 季 の 任 意 に 選 択 し た １ 日 （ ２ ４
時 間 ） 分 測 定 ・ 記 憶 し 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ ２ に 時 刻 と と も に 記 憶 さ れ た 体 温 情 報 ， 血 中 酸
素 飽 和 度 （ Ｓ Ｐ Ｏ ２ ） ， 血 圧 情 報 を 表 示 部 １ １ に 表 示 す る 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
＜ 通 常 の 体 温 測 定 装 置 と し て の 機 能 ＞
乳 幼 児 な ど の 被 検 者 Ｐ に 対 し て 使 用 者 （ 母 親 ， 保 育 師 ， 看 護 師 ， 看 護 ／ 介 護 者 等 ） が 乳 幼
児 な ど の 被 検 者 Ｐ に 対 し て 熱 っ ぽ い と 感 じ た り 、 少 し 元 気 が な い と 感 じ た と き に 、 温 度 測
定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ） １ ０ ０ を 含 む 測 温 部 を 、 上 述 し た よ う に 、 被 検 者 Ｐ に
対 し て 、 外 耳 道 内 に 挿 入 し た り 、 面 フ ァ ス ナ ー 等 を 備 え る 囲 包 部 材 で 囲 包 し 、 着 脱 自 在 に
オ ム ツ 装 着 し た り 、 リ ス ト バ ン ド に 設 け た り し て 身 体 の 適 所 に 装 着 す る 。 測 定 開 始 の 時 間
の カ ウ ン ト を 開 始 す る か 、 入 力 部 １ ４ な ど で 測 定 開 始 時 刻 設 定 （ 時 間 設 定 ） 指 示 入 力 を 行
な う こ と に よ り 、 測 定 を 開 始 す る 。 体 温 情 報 は 、 入 力 部 １ ４ で 予 め 設 定 入 力 さ れ た 時 間 条
件 、 例 え ば 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ） １ ０ ０ を 含 む 測 温 部 を 被 検 者 Ｐ に 装
着 し て 測 定 開 始 指 示 入 力 を 行 な っ た 時 点 、 所 定 の 温 度 上 昇 が 確 認 で き た 時 点 等 を 基 点 と し
て 、 例 え ば ５ 分 後 に Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ に 対 し て Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 １ ３ か ら 所 定 の 周 波 数 、 例
え ば １ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ の 電 磁 波 を 送 信 （ こ の 場 合 、 送 受 信 距 離 は 、 ３ ｃ ｍ ～ １ ０ ｃ ｍ 程 度
） し 、 そ の 信 号 と 同 期 し て 得 ら れ る 温 度 セ ン サ １ ０ ６ の 体 温 情 報 を 読 取 る 。 測 定 さ れ た こ
れ ら の 体 温 情 報 は 、 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ れ る 。 こ の と き の 体 温 情 報 の ピ ー ク 値 を そ の と き
の 体 温 値 と し て 日 時 と と も に 記 憶 し 、 表 示 す る 。 こ の 値 は 、 閾 値 と 比 較 さ れ る 。 体 温 情 報
が 異 常 （ 測 定 中 の 異 常 も 含 む ） と 判 断 さ れ る と 、 ア ラ ー ム を 発 生 さ せ た り 、 音 声 で 報 知 す
る 。 脈 拍 ， 血 中 酸 素 飽 和 度 （ Ｓ Ｐ Ｏ ２ ） を 重 ね て 表 示 す る と 、 イ ン フ ル エ ン ザ ， Ｒ Ｓ （ Re
spiratory Syncytial） ウ イ ル ス 等 の 感 染 症 等 に よ る 呼 吸 器 系 疾 患 が 容 易 に 把 握 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 電 池 内 蔵 の Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ を 用 い て も 通 常 の 体 温 測 定 装 置 と し て 使 用 で き る 。 乳 幼
児 な ど の 被 検 者 Ｐ に 対 し て 使 用 者 （ 母 親 ， 保 育 師 ， 看 護 師 ， 看 護 ／ 介 護 者 等 ） が 乳 幼 児 な
ど の 被 検 者 Ｐ に 対 し て 熱 っ ぽ い と 感 じ た り 、 少 し 元 気 が な い と 感 じ た と き に 、 電 池 内 蔵 の
温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ を 含 む 測 温 部 を 、 被 検 者 Ｐ に 対 し て 、 外 耳 道 内 に 挿 入
し た り 、 面 フ ァ ス ナ ー 等 を 備 え る 囲 包 部 材 で 囲 包 し 、 着 脱 自 在 に オ ム ツ 装 着 し た り 、 リ ス
ト バ ン ド に 設 け た り し て 身 体 の 適 所 に 装 着 す る 。 体 温 情 報 は 所 定 時 間 間 隔 で 測 定 さ れ 、 測
定 さ れ た こ れ ら の 体 温 情 報 は 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｅ Ｏ Ｍ ２ ０ ３ に 記 憶 さ れ る 。 こ の と き の 体 温 情 報 の
ピ ー ク 値 を そ の と き の 体 温 値 と し て 日 時 と と も に 記 憶 す る 。 記 憶 さ れ た 体 温 情 報 は 、 外 部
送 受 信 部 ２ ０ ３ ， 接 続 端 子 １ ２ ａ を 介 し て 、 携 帯 端 末 ５ ０ の 記 憶 部 ５ ０ に 記 憶 、 表 示 す る
。 こ の 値 は 、 閾 値 と 比 較 さ れ る 。 体 温 情 報 が 異 常 （ 測 定 中 の 異 常 も 含 む ） と 判 断 さ れ る と
、 ア ラ ー ム を 発 生 さ せ た り 、 音 声 で 報 知 す る 。 脈 拍 ， 血 中 酸 素 飽 和 度 （ Ｓ Ｐ Ｏ ２ ） を 重 ね
て 表 示 す る と 、 イ ン フ ル エ ン ザ ， Ｒ Ｓ （ Respiratory Syncytial） ウ イ ル ス 等 の 感 染 症 等
に よ る 呼 吸 器 系 疾 患 が 容 易 に 把 握 で き る 。 こ の Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ は 、 測 定 間 隔 に も よ る が 測
定 間 隔 が １ 分 で ３ 日 分 程 度 、 ５ 分 で ２ 週 間 分 程 度 、 １ ０ 分 で １ ケ 月 分 程 度 の 体 温 測 定 ・ 記
憶 が 可 能 と な っ て い る 。 測 定 間 隔 の 設 定 は 専 用 の 書 き 込 み 装 置 で 行 な う か 、 本 体 ５ ０ の 入
力 部 １ ４ で 行 い 、 接 続 端 子 １ ２ ａ 、 外 部 送 受 信 部 ２ ０ ３ を 介 し て 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ ２ に
書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
＜ そ の 他 の 機 能 ・ 動 作 ＞
そ の 他 の 機 能 ・ 動 作 を 以 下 に 詳 述 す る 。
（ 1） 時 刻 設 定
　 携 帯 端 末 ５ ０ の 電 源 Ｏ Ｎ や 携 帯 端 末 ５ ０ に 電 池 （ 不 図 示 ） を 挿 入 す る と 、 不 揮 発 性 メ モ
リ で あ る Ｒ Ｏ Ｍ １ ６ か ら 、 現 在 の 年 ・ 月 ・ 日 ・ 時 及 び そ の サ ム 値 を 含 む 必 要 な デ ー タ を 読
込 む 。 携 帯 端 末 ５ ０ の 電 源 Ｏ Ｎ 時 や 携 帯 端 末 ５ ０ に 電 池 が 挿 入 さ れ て い る 間 は 、 不 図 示 の
工 程 に て 、 時 計 （ タ イ マ ） よ り １ 時 間 に １ 回 、 ０ ０ 分 毎 に 信 号 が 演 算 処 理 部 １ ０ に 送 ら れ
、 演 算 処 理 部 １ ０ は 当 該 信 号 を 受 信 し た ら 、 そ の 時 点 の 年 ・ 月 ・ 日 ・ 時 を Ｒ Ｏ Ｍ １ ６ に 書
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き 込 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 読 込 ん だ 現 在 の 年 ・ 月 ・ 日 ・ 時 の サ ム 値 を 計 算 し 、 読 込 ん だ サ ム 値 と 等 し い か を
確 認 す る 。 等 し け れ ば そ の ま ま Ｓ Ｌ Ｅ Ｅ Ｐ 状 態 に 進 む 。 等 し く な け れ ば 、 読 込 ん だ 値 が 不
正 と 判 断 し 、 エ ラ ー フ ラ グ Ｆ Ｌ Ａ Ｇ ｅ ｒ ｒ を セ ッ ト （ ＝ １ ） す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 電 源 が Ｏ Ｎ さ れ る ま で Ｓ Ｌ Ｅ Ｅ Ｐ 状 態 で 待 機 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
電 源 が Ｏ Ｎ さ れ た ら 、 Ｆ Ｌ Ａ Ｇ ｅ ｒ ｒ を 確 認 し 、 所 定 条 件 、 た と え ば そ れ が １ 以 外 だ っ た
ら 検 温 動 作 に 移 行 す る 。 も し 、 Ｆ Ｌ Ａ Ｇ ｅ ｒ ｒ が １ だ っ た ら 、 日 時 入 力 処 理 に 移 行 す る 。
こ こ で は 、 日 時 の 入 力 を 促 す 画 面 が 表 示 さ れ 、 使 用 者 は 画 面 に 従 い 、 現 在 年 月 日 時 分 を 入
力 す る 。 別 法 と し て 、 Ｆ Ｌ Ａ Ｇ ｅ ｒ ｒ の 値 に よ ら ず 、 電 池 を 挿 入 後 、 初 回 の 電 源 Ｏ Ｎ の 場
合 は 常 に 日 時 入 力 処 理 に 移 行 す る 方 法 も 考 え ら れ る 。 そ の 場 合 は 、 サ ム 値 及 び サ ム チ ェ ッ
ク の 機 能 は 不 要 に な る 。 ま た 、 電 波 時 計 を 備 え る こ と に よ り 、 サ ム 値 及 び サ ム チ ェ ッ ク の
機 能 は 不 要 に な る 。 こ う す る こ と で 、 使 用 者 に よ る 年 ・ 月 ・ 日 ・ 時 ・ 分 の 設 定 が 速 や か で
容 易 に 行 な え 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ の 現 在 年 月 日 時 分 が 破 損 し た 場 合 で も 、 被 検 者 Ｐ 自 身 で 正 し
い 日 付 を 速 や か に 行 な え る 。 こ う し て 、 時 計 機 能 及 び カ レ ン ダ － に 基 づ く カ レ ン ダ － 機 能
に よ り 、 設 定 さ れ た 現 在 時 刻 が 表 示 部 １ １ に 表 示 さ れ る 。 即 ち 、 午 前 、 午 後 を 示 す Ａ Ｍ ，
Ｐ Ｍ と と も に そ の 時 の 時 刻 が 表 示 さ れ る 一 方 、 こ の 時 計 機 能 に よ る 時 間 カ ウ ン ト が ２ ４ 時
間 経 過 す る 毎 に 日 付 が 更 新 さ れ 、 こ の 日 付 は カ レ ン ダ － 機 能 に よ り 表 示 部 １ １ に 表 示 さ れ
る 。 尚 、 表 示 部 １ １ に 「 年 」 を 表 示 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 、 実 施 例 に 従 っ て 説 明 し た が 、 本 願 発 明 は 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 適 宜 設 計
変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 生 体 情 報 を 得 る 測 定 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 表 示 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ １ ・ ・ ・ 表 示 部 、 １ ４ ・ ・ ・ 入 力 部 、 １ ６ ・ ・ ・ Ｒ Ｏ Ｍ 、 １ ７ ・ ・ ・ Ｒ Ａ Ｍ 、 ５ ０ ・ ・
・ 携 帯 端 末 、 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ ・ ・ ・ Ｉ Ｃ タ グ 、 １ ０ １ ， ２ ０ １ ・ ・ ・ Ｒ Ａ Ｍ 、 １ ０ ２ ， ２
０ ２ ・ ・ ・ Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 、 １ ０ ３ ・ ・ ・ 送 信 受 信 回 路 、 １ ０ ３ ａ ・ ・ ・ ア ン テ ナ 、 １ ０ ６
， ２ ０ ６ ・ ・ ・ 温 度 セ ン サ
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